
厚
生
労
働
省
の
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
は

月

日
「
地
域
別

、

12

22

将
来
推
計
人
口
」
を
公
表

し
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
ま
で
の
人

口
推
移
の
推
計
は
、
山
形

県
が

万
８
３
８
人
に
、

71

鶴
岡
市
は
７
万
６
９
６
８

人
に
、
６
割
台
ま
で
減
少。

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

鶴
岡
市
で
は
、
年
少
人

口
の
推
移
を
見
る
と
、
も。

っ
と
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
す

０
～

歳
の
子
ど
も

14

の
人
口
で
は
、
鶴
岡
市

は
２
０
２
０
年
の
１
万

３
４
４
１
人
か
ら
、

年
50

ま
で
に
は
６
１
４
７
人(

45

・
７
％
）
に
、
半
分
以
上

も
減
る
推
計
で
す
。

今
で
さ
え
子
ど
も
が
少

な
い
の
に
、
極
端
に
減
少

し
ま
す
。

「
人
口
投
影
」

将
来
人
口
推
計
は
、
過

去
か
ら
現
在
ま
で
の
人
口

学
的
デ
ー
タ
の
傾
向
・
趨

勢
（
す
う
せ
い
）
を
、
将

来
に
投
影
し
た
も
の
で
、

今
の
ま
ま
進
行
し
た
場
合

の
人
口
を
表
し
、
国
連
な

ど
で
は
「

」
と

人
口
投
影

呼
ん
で
い
ま
す
（

。
図
）

「

」

現
在
の
社
会
の
歪
み
ゆ
が

、

が
将
来
ま
で
続
く
と
し
て

客
観
的
に
反
映
さ
れ
た
デ

ー
タ
と
な
り
ま
す
。

今
の
「
歪
み
」
を
、
早

急
に
是
正
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
、
警
告
し

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
モ
メ
ン
タ
ム

社
人
研
は
、
数
十
年
は

人
口
減
少
モ
メ

厳
し
い
「」

の
時
代
が
続
く

ン
タ
ム

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

モ
メ
ン
タ
ム
と
は
「
勢
、

い
」
と
か
「
慣
性
」
と
い

う
意
味
で
、
人
口
変
動
の

タ
イ
ム
ラ
グ
（
時
間
的
ず

れ
）
に
よ
る
人
口
の
変
化

の
こ
と
で
す
。

人
口
減
少
モ
メ
ン
タ

「

」
と
は
、
低
い
出
生
率

ムが
続
く
と
、
親
と
な
っ
て

子
ど
も
を
産
む
人
口
が
減

り
続
け
、
仮
に
あ
る
時
点

か
ら
出
生
率
が
上
昇
し
て

も
、
そ
の
時
点
以
後
も
子

ど
も
を
産
む
女
性
の
総
数

は
ま
だ
減
り
続
け
て
い
る

の
で
、
社
会
全
体
と
し
て

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の

総
数
は
、
減
り
続
け
る
と

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
生
率
が

・

に

1

26

厚
生
労
働
省
は
、
令
和

４
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

は

で
、
前
年
の
１

１
・
26

・

よ
り
低
下
し
、
過
去

30
最
低
に
な
っ
た
と
公
表
し

て
い
ま
す
。

人
口
が
増
え
も
減
り
も

し
な
い
出
生
率
の
水
準
で

あ
る
「

」

人
口
置
換
水
準

は
、

で
す
（
２
＋

２
・
07

男
児
の
偏
り
５
％
＋
女
性

の
出
産
年
齢
ま
で
の
死
亡

率
２
％
。）

そ
れ
よ
り
大
幅
に
下
回

る
出
生
率
は
「
人
口
減
少

、

モ
メ
ン
タ
ム
」
の
異
常
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

（

）

２
面
に
つ
づ
く

2024年 月 日１ 14
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（月２００円程度）
1月 18人 6,400円
12月 37人 41,650円

鶴
岡
市
の
子
ど
も
数
は
半
減
に

２
０
５
０
年
ま
で
の
人
口
推
計

ふ
る
さ
と
賛
歌

19

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

薬
師
堂
の
両
羽
大
地
震

今
年
の
元
日
は
天
気
も

穏
や
か
で
、
各
家
庭
で
は

正
月
の
団
ら
ん
で
あ
っ
た

と
思
う
が
、
午
後
４
時
過

ぎ
、
能
登
半
島
で
大
き
な

地
震
が
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
今

で
も
被
害
の
全
容
が
つ
か

め
ず
痛
ま
し
い
。
鶴
岡
市

で
も
震
度
４
で
あ
っ
た
。

八
色
木
薬
師
堂
に
ま
つ

わ
る
話
で
は
、
明
治

年
27

（
１
８
９
４
）

月

日

10

22

午
後
５
時

分
、
前
代
未

35

聞
の
大
地
震
（
両
羽
大
地

震
）
が
あ
っ
た
。

御
堂
も
大
破
に
及
び
、

御
内
陳
の
う
ち
板
走
り
は

無
惨
に
は
ず
れ
、
敷
居
も、

み
な
落
ち
て
し
ま
っ
た
が

宮
殿
は
危
う
き
と
こ
ろ
、、

如
来
様
の
威
神
力
に
よ
り

た
だ
１
枚
の
敷
板
半
分
に

割
れ
て
落
ち
ず
、
残
り
半、

分
は
丸
柱
に
少
し
止
ま
り

宮
殿
は
無
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
脇
立
の
十
二

神
將
は
散
々
で
大
い
に
傷

め
ら
れ
た
。

村
中
に
お
い
て
も
家
屋

全
壊
・
半
壊
と
、
被
害
の

程
度
は
あ
る
が
そ
の
難
に

あ
わ
な
い
者
は
な
い
。

そ
の
翌
年
４
月
中
に
、

村
中
及
び
日
向
惣
右
衛
門

の
寄
附
に
よ
り
、
仏
師
海

藤
庄
次
郎
と
小
鷹
義
直
の

２
人
で
大
修
繕
し
、
立
派

に
出
来
て
、
御
堂
も
傾
き

を
直
し
た
が
、
追
々
の
地

震
で
ま
た
傾
が
っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
後
、
年
々
凶
作
が

続
き
、
修
繕
の
時
期
を
待

っ
て
い
た
が
、
明
治

年
34

（
１
９
０
１
）

月

日

12

11

夜
の
大
雪
と
大
暴
風
の
た

め
、
西
方
の
大
杉
が
御
堂

の
隅
に
倒
れ
、
屋
根
も
傷

め
ら
れ
た
。

こ
の
年
は
大
豊
作
で
、

斎
藤
末
吉
、
鈴
木
利
右
衛

門
、
飯
鉢
彦
三
郎
、
齋
藤

、

、

清
左
衛
門
齋
藤
清
治
郎

鈴
木
五
郎
吉
、
斎
藤
伝
三

郎
、
日
向
惣
右
衛
門
ら
が

世
話
人
と
な
っ
て
、
翌
35、

年
１
月
か
ら
寄
附
を
募
り

。

寄
附
帳
が
残
さ
れ
て
い
る

国立社人研の人口推計から抜粋（2023.12.22）
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鶴岡市の0～14歳の子ども数　推移の推計
県と庄内市町の人口推計

人口（人） 指数

2020年 2050年 2050年

山形県 1,068,027 710,838 66.6

鶴岡市 122,347 76,968 62.9

酒田市 100,273 60,768 60.6

三川町 7,601 5,848 76.9

庄内町 20,151 10,773 53.5

遊佐町 13,032 6,160 47.3

国立社人研の人口推計から抜粋（2023.12.22）



５
年
前
の
前
回
調
査
時

（

年
）
の
２
０
４
５
年

18
ま
で
の
数
値
を
比
較
す
る

と
、
庄
内
５
市
町
で
は
三

川
町
だ
け
が
改
善
（
６
０

８
人

７
１
２
人
）
し
て

→

お
り
、
鶴
岡
市
は
７
２
７

６
人
か
ら
６
９
３
８
人
に

、「

」

減
少
傾
向
が
進
み

歪
み

。

が
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

鶴
岡
市
の
「
歪
み
」
の

最
大
の
要
因
は
、
複
式
学

級
の
解
消
を
目
的
に
、
学

校
統
廃
合
を
一
気
に
進
め

た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

学
校
統
廃
合
で
通
学
に

不
便
に
な
っ
た
所
に
、
子。

ど
も
は
い
な
く
な
り
ま
す

長
期
に
わ
た
っ
て
人
口

減
少
と
少
子
化
が
進
む
社

会
に
あ
っ
て
、
少
子
化
に、

ア
ク
セ
ル
を
踏
む
施
策
は

絶
対
に
取
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

少
子
化
だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
個

性
の
尊
重
、
少
人
数
に
よ

る
協
同
的
な
学
び
、
地
域

に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

鶴
岡
市
は
給
食
発
祥
の

地
と
し
て
理
想
的
な
自

、

「

」

、

校
直
営
方
式
に
転
換
し

日
本
一
お
い
し
い
給
食
を

実
現
す
れ
ば
、
劇
的
に
子

育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま。

ち
に
な
る
の
は
確
実
で
す

。

債
務
と
は
お
金
の
事
で
す

広
辞
苑
に
は
財
産
権
と
か

で
難
し
く
あ
る
が
、
法
律

用
語
で
こ
う
な
ん
だ
、
と

は
書
い
て
い
な
い
。
裁
判

で
の
合
意
は
、

対

を

70

30

確
認
し
た
だ
け
で
、
案
文

を
見
た
わ
け
で
も
な
い
。

だ
か
ら
当
然
、
債
権
債
務

の
意
味
な
ど
教
え
て
も
ら

っ
て
い
な
い
ん
だ
が
。

▲
今
回
聞
い
た
常
識
。
訴

状
に
「
事
故
の
日
か
ら
支

、

払
う
責
任
あ
る
金
額
を
支

払
う
ま
で
の
期
間
、
年
３

分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を

」

。

支
払
え
と
あ
る
ん
で
す

世
間
で
普
通
こ
れ
は
な
い

で
し
ょ
・
と
聞
い
た
ら
、

訴
状
で
は
普
通
の
事
な
ん

だ
っ
て
ヨ
。
確
か
な
理
由

を
聞
い
た
が
忘
れ
た
。

▲
俺
の
訴
状
に
は
、
弁
護

士
費
用
一
万
円
が
入
っ
て

い
た
ん
だ
が
、
そ
れ
が
常

識
か
は
未
確
認
だ
。
し
か

し
、
そ
れ
は
３
％
が
相
場

み
た
い
。
だ
っ
た
ら
、
俺

が
払
う
金
に
３
％
な
ら
千

円
チ
ョ
ッ
ト
だ
よ
。
そ
れ

が
一
万
円
と
は
。
次
回
は

２
月
５
日
だ
（
石
川
）

。

左
手
に
は
数
百
㍍
の
山

々
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ

に
『
奥
の
細
道
』
に
出
る

板
敷
山
が
あ
る
。

「
ご
て
ん
、
は
や
ぶ
さ

な
ど
云
ふ
お
そ
ろ
し
き
難

所
有
り
板
敷
山
の
北
を
流

れ
て
、
果
て
は
酒
田
の
海

に
入
る
。
左
右
山
覆
ひ
、

茂
み
の
中
に
船
を
下
す
・

・
・
・
』
と
芭
蕉
は
書
い

て
い
る
が
、
そ
れ
を
越
え。

る
肩
幅
道
し
か
な
か
っ
た

立
谷
沢
川
に
架
か
る
東

雲
橋
も
同
年
竣
工
し
、
平、

坦
な
最
上
川
左
岸
を
通
り

庄
内
と
内
陸
を
結
ぶ
通
行

が
容
易
に
な
っ
た
。

左
図
・
高
橋
由
一

橋
整
備(

)

を
県
政
の
最

画
：
東
雲
橋

重
点
と
し
た
。
そ
の
資
金。

は
庶
民
か
ら
も
徴
収
し
た

庄
内
で
は
、
古
口
と
清

川
を
結
ぶ
磐
根
新
道
が
１

８
７
８
（
明
治

）
年
竣

11

工
（

は
古
口
辺

、
上
写
真
）

の
街
道
で
右
手
は
最
上
川

で
あ
る
。

道
路
事
情
は
悪
く
遅
れ
て

い
た
。

１
８
７
６
（
明
治
９
）、

年
の
東
北
・
函
館
巡
幸
は

予
定
さ
れ
て
い
た
が
道
路

事
情
で
山
形
は
中
止
に
な

っ
た
。

１
８
７
６
（
明
治
９
）

年
現
山
形
県
が
成
立
、
三、

島
通
庸
が
県
令
を
引
継
ぎ

「
土
木
県
令
」
と
い
わ
れ

た
ほ
ど
、
道
路
開
削
・
架

常
識
は
い
ろ
い
ろ

月

日
２
回
目
の
調

12

25

停
に
行
っ
て
来
た
。
○
○

の
常
識
は
○
○
の
非
常
識

な
ん
て
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
が
、
常
識
に
は
色
々
あ

る
も
の
だ
と
い
う
事
。

▲
こ
れ
は
前
回
書
い
た
事

で
「
債
権
債
務
」
と
い
う

事
で
す
。
簡
易
裁
判
所
か

ら
の
和
解
条
項
に
「
原
告

及
び
被
告
は
、
原
告
と
被

告
と
の
間
に
は
、
本
件
に

関
し
、
こ
の
和
解
条
項
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
何
ら

の
債
権
債
務
が
な
い
こ
と

を
相
互
に
確
認
す
る
」
と
。

あ
る
ん
で
す
。

▲
こ
の
債
権
債
務
と
は
、

裁
判
で
決
め
ら
れ
た
金
を

俺
が
払
い
、
相
手
が
そ
れ

を
受
け
取
れ
ば
、
そ
れ
で

金
の
事
は
終
わ
り
だ
ヨ
・

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
と
思

っ
て
い
た
ん
だ
が
、
訴
え

た
側
に
葉
書
で
質
問
し
て

も
答
え
る
責
任
が
な
い
と

い
う
事
の
み
な
ら
ず
、
罪

に
な
る
ん
だ
っ
て
ヨ
。

▲
俺
の
常
識
で
は
、
債
権

道
路
整
備
と
官
庁
・
学

校
等
の
洋
風
建
築
な
ど
近

代
化
を
進
め
る
こ
と
、
と

り
わ
け
道
路
の
開
削
・
整

備
は
巡
幸
を
受
け
る
最
大

の
条
件
で
あ
っ
た
。

舟
運
で
は
、
大
人
数
・

荷
物
の
移
動
は
で
き
ず
道

路
搬
送
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
山
形
は
三
方
を

険
阻
な
山
並
に
囲
ま
れ
、

馬
車
が
通
れ
る
道
も
な
く

東
田
川
史
跡
物
語

巡
幸
の
準
備

①

道
路
と
橋

青
山

崇

0～14歳の人口推計（2018年推計との比較）
2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

鶴岡市
2023年推計 13,441 11,329 9,580 8,381 7,648 6,938 6,147

2018年推計 15,378 13,666 11,981 10,633 9,371 8,296 7,276

酒田市
2023年推計 10,313 8,525 7,128 6,142 5,571 4,972 4,276

2018年推計 12,168 10,552 9,249 8,273 7,330 6,520 5,756

三川町
2023年推計 994 948 889 800 760 712 660

2018年推計 1,009 988 938 846 758 685 608

庄内町
2023年推計 2,167 1,735 1,413 1,155 1,014 878 752

2018年推計 2,518 2,164 1,876 1,664 1,467 1,304 1,154

遊佐町
2023年推計 1,210 990 807 644 545 465 396

2018年推計 1,400 1,174 997 852 724 615 517

国立社会保障・人口問題研究所　2018年・2023年公表データから抜粋

年
少
人
口
の
推
移
は
、
三
川
町
だ
け
が
改
善

少
子
化
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
な
！


